
　「子どもたちに誇れるしごとを。」のコーポ

レートメッセージで広く知られる清水建設。

業界屈指の研究開発力を誇る同社では、最

先端の工法や技術を取り入れた建築物を数

多く世に送り出し続けている。その最新作品

の一つが、2012年5月に竣工した新本社ビル

だ。ハイブリッド外装システムや高度な空調・

証明・電力制御技術を組み込んだ新本社ビ

ルは、同社が重要経営戦略として掲げるエコ

／サスティナビリティへの取り組みを具現化

したショールームでもある。ビル事業者や

オーナーの関心も高く、多数の見学者が訪れ

るという。

　さらに同社では、ビジネスを支えるITイン

フラの面でも先駆的な取り組みを展開して

いる。情報システム部 インフラ企画グループ 

グループ長の市橋 章宏氏は「当社ではIT環

境の全体最適化とコスト削減を図るべく、シ

ステムの集約・標準化を早くから推進してい

ます。2005年頃には既に統合ストレージやブ

レードサーバによるサービス環境を実現。そ

の後も改善を重ね、現在ではVMware仮想

化基盤によるプライベートクラウドへと進化

しています」と説明する。

　さらに今回、同社ではまた一つ新たなプロ

ジェクトに取り組むこととなった。それは、大

規模広域災害などから重要なITインフラを

守るDRシステムの構築である。

　今回の取り組みの直接のきっかけとなっ

たのは、3.11の東日本大震災であった。「当社

では以前からデータセンタにサーバやスト

レージを設置していたため、業務に影響が生

じるような事態は避けられました。とはいえ、

安心・安全に『絶対』はありません。万一メイ

ンサイトが被災した場合にも、確実に業務が

継続できる環境を築く必要があると考えま

した」と市橋氏は振り返る。

　病院などの社会インフラ施設も数多く手

がける同社にとって、非常時におけるシステ

ムの稼働維持は極めて重要な意味を持つと

いう。情報システム部 インフラ企画グループ

の平林 直樹氏は「大災害などが発生した場

合、当社ではすぐに建築物の調査に取りかり

ます。もし、そこで地図システムや施工関連の

システムが落ちていたら、迅速な対応を取れ

なくなってしまいます」と説明する。

　もっともDRシステムを構築する上では、

様々な課題を解決する必要もあった。平時に

は使用しないシステムに多額のコストを投じ

るのは困難である上に、いざという時に確実

に災害復旧のオペレーションが行えるかとい
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・3.11の東日本大震災をきっかけに、大
規模広域災害などの発生時にも確実に
事業継続が果たせる環境作りが課題と
なった。

・重要な業務インフラであるVMware仮想
化基盤の運用監視を効率的に行えるソ
リューションが求められた。

・VMware vCenter Site Recovery 
ManagerとEMC VNXの連携により、
ボタンひとつで業務復旧が行える環境
を実現。

・DELL Software vFoglightの導入によ
り、システムの状況把握や改善計画策定
を効率的に行うことが可能に。

導入後に期待される効果導入前までの経緯
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卓越した技術力と研究開発力を
環境対応にも積極的に活用

確実な業務継続を実現すべく
DRシステムの構築に着手

MA事業本部



う問題もあった。

　情報システム部 システム運営グループの

仲田 貢志氏は「さらにもう一つの課題は、

VMware本番環境のさらなる最適化です。

遠隔地の災対サイトに環境を丸ごとレプリ

ケーションするとなると、まず本番環境側の

ムダや非効率さを省いておかなくてはなりま

せん」と語る。

　こうした要件を満たすソリューションとし

て選ばれたのが、ネットワールドが提供する

「VMware vCenter S ite  Recovery 

Manager」（SRM）、「EMC VNX」、「DELL 

Software vFoglight」などの製品群で

あった。

　同社のITパートナーであるリコージャパン

の林 不二彦氏は、今回のDRシステム構成に

ついて次のように語る。

　「仮想化基盤と同じVMware社の製品で

あるSRMなら、既存環境との親和性に気を

遣う必要がなく、復旧作業の自動化・効率化

も図れます。また、ストレージのVNXは以前

から本番環境に導入していましたが、SRM

との連携が可能なレプリケーション機能を

備えていることからDRにも利用するのがベ

ストと判断。従来機を災対サイト側に移設す

ると共に、最新モデルを本番環境用として新

たに追加導入しています」。

　VMware仮想化基盤の最適化について

は、システムの稼働状態やリソースの利用状

況などの情報をvFoglightで取得。これらを

現状の課題把握や将来予測に役立ててい

る。「お客さまのニーズに合った運用監視

ツールを探していたところ、ネットワールドか

ら紹介されたのがvFoglightでした。非常に

優れた機能を備えた製品なので、今回の提

案に盛り込みました」（林氏）。

　また、今回のプロジェクトでユニークなの

が、SRMをシステム移行ツールとしても活用

した点だ。リコー ITソリューションズの根城

　陽一氏は「構築にあたって重要な課題と

なったのが、ダウンタイムの最小化です。い

くら災対環境を用意するためとは言え、お

客さまの業務を長々と止めるわけにはいき

ません。そこでSRMとVMwareのStorage 

vMotion機能を併用し、ノンストップでのマ

イグレーションを実現しています」と語る。

　さらに、災対サイトに導入した環境を平時

には開発環境として活用することで、ITイン

フラのTCO削減も実現。市橋氏は「当初想

定したよりも低いコストでDR環境を構築で

きた上に、普段も開発業務用として有効に活

用できます。移行作業も極めてスムーズに進

んだので、今回のプロジェクトには大いに満

足しています」と満足げに語る。

　現在VMware上で稼働する業務サーバの

数は約150台にも達するが、物理環境上で稼

働中のシステムの移行も引き続き進められて

おり、最終的な台数は350台程度に達すると

見込まれている。これらのシステム群には復

旧の優先順位が付けられており、最も重要な

「レベル0」の業務システムでは、災害発生後

即時の復旧が行われるとのことだ。

　「被災による混乱も予想される中で、落ち

着いて復旧作業を行うのは難しい面もある

ことでしょう。その点、SRMを利用すれば、複

雑なマニュアルなどを使わずともボタンひと

つでシステムを復旧できます。また、今後仮

想化基盤への移行をさらに拡大していけ

ば、従来はDRの対象でなかったシステムや

データも確実に保全できます」と平林氏。仲

田氏も「サーバの台数が非常に多いため、以

前はシステムの状況把握やレポート作成な

どに多くの手間と時間を要していました。し

かしvFoglightを導入したことで、こうした問

題も解消。仮想化基盤の効率的な運用にも

大きく寄与してくれています」と続ける。

　VNXの特長であるストレージ自動階層化

機能「FAST Cache」「FAST VP」も絶大な

効果を発揮。頻繁に利用するデータは高速

なSSDへ自動的に配置されるため、システム

のレスポンスも飛躍的に向上したという。

　「経営への貢献を果たすことがIT部門に

課せられた使命ですので、今後は業務プロ

セスやワークスタイルの改革にも取り組んで

いきたい。ネットワールドとリコーグループに

も、ぜひ今回同様の支援を期待しています」

と市橋氏は抱負を語った。
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SRM＋VNXによるインフラ基盤を導入
システム利用状況もvFoglightで正確に把握

有事の際にはボタン一つでシステムを復旧
運用効率化やシステムの性能向上も実現


